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＜病棟連絡事項＞
・各スタッフは、各患者様のインフルエンザ予防接種の確認をお願いします。

＜入室状況＞
【転出】
・田中　元昭様～東D19→西B21

【入院】
・大久保　恵様～東A15

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・特に無し

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察実施。開放時迷惑行為あり、早めに開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00開放観察実施。様々な要求有り都度対応。不穏・興奮なく、落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～昼夜逆転しており日中は寝ている。本人不調訴え時適宜頓服薬使用している。スタッフに対して不機嫌さの表出無し。

・高橋　琢二様～バイタルサイン異常無し。傾眠がちで一時的に無呼吸見られている。大声やケアへの拒否や抵抗は無い。

・佐野　奈央子様～退院の訴え有り。夫へは何度もそのことを伝えているとの事。
　　　　　　　　　主治医へ情報提供済。主治医から本人へあと一ヶ月ほどの入院が必要であろうことを説明すると理解されている。

・小向　隆之様～食事摂取、当院処方薬内服の拒否見られていた。主治医来棟、説明にて食事摂取、薬も内服している。主治医の指示にて、拒否時は経過観察、セパゾンなら内服すると話しており、本人希望時はセパゾン内服可とのこと。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・河原木　泰志様～処方・処置の変更なし。

・藤井　崇史様～オランザピン（1.25）×３毎食後→オランザピン（5）１T就床前薬に変更。その他同内容で処方となる。

・和田　昌様～就床前薬にマイスリー（5）１T追加。その他同内容で処方となる。

＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和3年10月29日　10:00
　氏　　名：大久保　恵様
　生年月日：昭和63年10月27日　33歳
　病　　名：中等度知的障害
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット15号室

　＜経過＞
　訪問時不穏さはないが、本人より苛々感増強していると訴えあり。
断続的ではあるが怒り口調での独語が目立ち要求が通らないと不穏となる機会が増えていると母親からも情報あり。糖尿病を有しているが、菓子パンやお菓子などを制限なく摂取してしまうなど自己管理できずにいる。母親の体調、介護負担が大きく、10/29受診時可能であれば入院を希望されている。本人からは「今週いとう整形受診時に腰椎椎間板症の手術を11/16にどうか」と話があったとの事で、手術後に入院したい等と話し拒否的。めまいを中心とした不調を訴え何度も救急要請しているが、いずれも身体的異常は認められず帰宅している。主介護者の母親は仕事のため不在にしていることが多く、現在の生活環境では十分な介護や支援を行うことは困難であり、10/29 10:00東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
